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I
T
M
A

I
T
M
A
展
の
変
遷

展
の
変
遷

1I
T
M
A
（InternationalTextile

M
achinery

Association

）
展

は
1
9
5
1
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ー
ル（Lille

）で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
そ

の
後
は
第
1
表
に
示
し
た
よ
う
に
欧
州
の
各
地
を
巡
っ
て
き
た
。
テ
キ
ス

タ
イ
ル
と
ガ
ー
メ
ン
ト
に
係
る
技
術
革
新
を
展
示（Textile

&
G
arm
ent

Technology
Exhibition

）す
る
場
と
し
て
、
関
連
す
る
企
業
が
世
界
各

地
か
ら
集
結
す
る
。
72
年（
19
回
）に
渡
る
歴
史
の
中
で
今
回
開
催
の
ミ
ラ
ノ

は
、
6
回
目
と
開
催
都
市
中
で
最
多
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
北
イ
タ
リ
ア
が
繊

維
工
業
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
地
域
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
I
T
M
A
の
歴
史
は
、
事
務
局
が
作
成
し
た
映

像
  1）

で
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
4
年
に
一
度
の
開
催
は

ま
る
で
こ
の
分
野
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で
あ
り
、
各

社
が
開
発
し
た
新
技
術
が
お
披
露
目
さ
れ
る
。
開
発
当

事
者
と
し
て
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
長
い
よ
う
で
短

い
微
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
ろ
う
。
完
成
技
術
を
出
す

の
か
、
未
完
成
で
も
ア
イ
デ
ア
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
か
は
、
各
社
の
思
惑
が
交
錯
す
る
展
示
会
で
も
あ
る
。

　
今
回
は
何
を
前
面
に
出
し
て
く
る
の
か
を
楽
し
み
に

し
て
参
加
登
録
し
た
。
筆
者
は
中
部
セ
ン
ト
レ
ア
空
港

（
N
G
O
）か
ら
ミ
ラ
ノ
のM

alpensa

空
港（
M
X
P
）

ま
で
の
移
動
で
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
を
含
ん
だ
合
計
は
30
時

間
を
超
え
た
。
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

減
便
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
重
な
っ
た
影
響
で
あ
る
。

待
ち
時
間
は
現
役
時
代
に
稼
い
だ
J
A
L
の
ス
テ
ー
タ

ス
を
使
っ
て
、
空
港
ラ
ウ
ン
ジ
を
有
効
に
活
用
し
よ
う
。

ITM
A

ITM
A

 20
23

20
23 inin M

ilan,
M
ilan, ITA

LY
ITA
LY

2I
T
M
A
2
0
2
3
は
、
ミ
ラ
ノ
中
心
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
か
ら
北
西
に
位

置
す
るFiera

diM
ilano

Rho

（Fiera

=
展
示
場
、Rho

=Lom
bardia

州
ミ
ラ
ノ
県
に
あ
る
都
市
名
）で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
2
0
0
千
平
米
と

い
う
広
さ
で
あ
り
、
歩
き
回
っ
て
の
情
報
収
集
に
適
し
た
履
き
な
れ
た
靴
と

軽
装
ス
タ
イ
ル
に
限
る
。
手
荷
物
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
バ
ッ
ヂ
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
、
名
刺
、
筆
記
用
具
、
画
像
や
動
画

で
記
録
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
予
備
の
バ
ッ
テ
リ
ー
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

必
需
品
で
あ
る
。

ミラノ開催ITMA 2023展
経緯とトピックス

Advanced Consulting Partners　伊 藤 高 廣

第１表　ITMA開催地の変遷

第１図　ITMA�in�Milanの会場内配置図

ITMA�2023�in�Milan
今回�6/8-14,�2023

ITMA�2015�in�Milan
前々回�11/12-19,�2015

前編

1951 Lille
1955 Brussels
1959 Milan
1963 Hanover
1967 Basle

1971 Paris
1975 Milan
1979 Hanover
1983 Milan
1987 Paris

1991 Hanover
1995 Milan
1999 Paris
2003 Birmingham
2007 Munich

2011 Barcelona
2015 Milan
2019 Barcelona
2023 Milan
2027 Hanover
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第
1
図
に
会
場
内
の
配
置
図
を
8
年
前
の
2
0
1
5

年
開
催
と
比
較
し
て
示
し
た
。
グ
ル
ー
プ
分
け
が
変
更

に
な
っ
て
い
た
の
で
比
較
は
難
し
い
が
、
仕
上
エ
リ
ア
が

減
少
し
、
捺
染
の
エ
リ
ア
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
出
展
社
や
参
加
人
数
等
は
最
後
に
ま
と
め
て
い
る
。

繊
維
加
工
と
機
械
化

繊
維
加
工
と
機
械
化

3
　

今
日
の
繊
維
機
械
の
始
ま
り
を
少
し
ひ
も
解
い
て
み

よ
う
。
き
っ
か
け
は
、
英
国
で
イ
ン
ド
か
ら
輸
入
さ
れ

る
コ
ッ
ト
ン
が
人
気
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
一
方
で

国
内
の
地
場
産
業
に
は
ウ
ー
ル
が
あ
り
、
こ
れ
が
駆
逐

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
政
府
は
1
7
0
0
年
に
イ
ン
ド
か

ら
入
荷
す
る
綿
キ
ャ
リ
コ
の
捺
染
品
に
輸
入
制
限
を
始

め
た
。
し
か
し
な
が
ら
密
輸
品
の
横
行
と
欧
州
の
オ
ラ

ン
ダ
な
ど
の
経
由
品
を
制
限
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ッ
ト

ン
人
気
の
秘
密
は
、
ウ
ー
ル
よ
り
も
柔
ら
か
く
取
扱
い

が
容
易
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
英
国
政
府
は

方
針
を
変
更
し
、
イ
ン
ド
か
ら
、
更
に
、
新
大
陸
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
綿
花
を
運
ん
で
き
て
、「
自
国
内

で
の
加
工
」に
舵
を
切
っ
た
。
こ
れ
が
産
業
革
命
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
。

1
7
6
4
年
に
ハ
ー
グ
リ
ー
ヴ
ズ
に
よ
っ
て
ジ
ェ

ニ
ー
紡
績
機
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
を
引
き
金
に
コ
ッ

ト
ン
用
の
機
械
が
次
々
と
発
明
さ
れ
て
行
っ
た
。
今
ま

で
は
熟
練
労
働
者
が
必
須
と
す
る
工
芸
か
ら
機
械
を
操

作
で
き
れ
ば
労
働
者
と
な
り
う
る
工
業
へ
の
変
革
で
あ

る
。
更
に
動
力
源
が
水
力
か
ら
蒸
気
機
関
へ
と
発
展
し

て
増
々
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

精
紡
機

精
紡
機

4
　

リ
ン
グ
ス
パ
ン
は
自
分
の
経
験
上
、
風
合
い
が
優
れ

た
糸
が
得
ら
れ
る
。
一
方
で
、
毛
羽
立
ち
が
多
い
こ
と
、

ま
た
、
繊
維
長
が
短
い
も
の
は
排
除
せ
ざ
る
を
得（
有
効

利
用
で
き
）な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
繊
維
原
料

を
有
効
利
用
し
よ
う
と
す
る
観
点
か
ら
は
、エ
ア
ジ
ェ
ッ

ト
ス
パ
ン
を
活
用
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
2
図
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
掲
げ
るSaurer

社

（
ス
イ
ス
）の
第
4
世
代
の
空
気
精
紡
機「Autocoro11

」2-3）

を
挙
げ
て
お
く
。
従
前
タ
イ
プ
の「A

utocoro10

」

と
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、E3

:Energy

（
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
）、Econom

ics

（
経
済
性
）、Ergonom

ics

（
人

間
工
学
）を
も
と
に
新
し
く
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
省

エ
ネ
率
を
10
％
向
上
し
た
。
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
識
別
、

「D
offing

&
C
lean

U
nit

」は
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
ボ

ビ
ン
交
換
時
間
の
短
縮
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
回
数
の
低
減

に
寄
与
し
た
。「SE21

Spin
Box

」は
繊
維
長
の
短
い

も
の
や
ダ
ス
ト
の
多
い
再
生
原
料
で
も
活
躍
す
る
。カ
ー

ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
状
況
を
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
表
示
、

加
工
状
況
の
良
否
を
L
E
D
カ
ラ
ー
表
示
と
言
っ
た
ビ

ジ
ュ
ア
ル
化
は
作
業
者
に
優
し
い
工
夫
で
あ
る
。

エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
織
機

エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
織
機

5D
ornier

社（
ド
イ
ツ
）、Item

a

社（
イ
タ
リ
ア
）、

Picanol

社（
ベ
ル
ギ
ー
）、Staubli

社（
フ
ラ
ン
ス
）、

Tsudakom
a

社（
日
本
）な
ど
、
多
数
が
ブ
ー
ス
を
構

え
た
。

　

こ
こ
で
は
豊
田
紡
織
社
の「
J
A
T
9
1
0
」  4）

を
紹

介
す
る
。
先
代
の「
J
A
T
8
1
0
」は
2
0
1
3
年
に

発
表
し
て
世
界
シ
ェ
ア
No1
と
な
っ
た
エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
織

機
で
あ
る
。
こ
れ
を
2
0
2
2
年
に
更
新
し
た
モ
デ
ル

が
第
3
図
に
示
す
初
登
場
の「
J
A
T
9
1
0
」で
あ
る
。

省
エ
ネ
性
と
生
産
性
を
改
善
し
た
も
の
で
あ
る
。
エ
ア

圧
力
を
10
％
下
げ
る
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
消
費
量
を

20
％
低
減
、ま
た
、新
メ
イ
ン
モ
ー
タ
ー・イ
ン
バ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
電
力
消
費
量
を
10
％
低
減
し
た
。

緯
糸
の
飛
走
状
態
を
検
知
す
る
世
界
初
の「i-Sensor

（
織
幅
内
緯
糸
用
セ
ン
サ
ー
）」を
搭
載
し
た
。
開
口
方
法

を
電
子
制
御
式
、
高
速
ク
ラ
ン
ク
式
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
式

第２図　Saurer社の空気精紡機「Autocoro11」
本体 Doffi��ng�&�Clean�Unit

New�SE21�Spin�Box
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の
3
種
類
を
展
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は
ア
パ
レ
ル
、
シ
ー
ツ
、

タ
オ
ル
用
を
目
論
む
。
エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
技
術
の
改
善
す

る
ポ
イ
ン
ト
は
、
エ
ア
の
有
効
利
用
と
ノ
イ
ズ
の
低
減

で
あ
る
。デ

ジ
タ
ル
糸
染
機

デ
ジ
タ
ル
糸
染
機

6Tw
ine

社
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
本
社
を
置
く
会
社
で
、

双
子
の
兄
弟

で
あ
るA

lon
M
o
s
h
e

と

Erez
M
oshe

に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。
社
名

はTw
ins

（
双

子
）とTw

ine

（
糸
と
か
紐
）

を
元
に
命
名
さ

れ
た
。
同
社
の

試
み
は
、
縫
製

糸
の
40
％
が
未

使
用
の
ま
ま
廃

棄
さ
れ
て
い
る

と
い
う
現
状

に
メ
ス
を
入

れ
た
も
の
で

あ
る
。
染
色

糸
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
必
要
な
数
量
だ
け
、
同
社
が

提
供
す
る「
D
T
I
」イ
ン
ク
を
用
い
て
オ
ン
デ
ィ
マ
ン

ド
で
染
色
す
る
も
の
で
、
洗
浄
は
不
要
で
あ
る
。
ユ
ー

ザ
ー
の
在
庫
は
染
前
の
白
糸
だ
け
で
良
い
。
製
造
の
詳

細
は
開
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
社
の
加
工
に
関
す
る

動
画
　5）

を
元
に
出
願
特
許W

O
2017/203524

　6）

と

W
O
2019/077606

　7）

か
ら
推
定
で
き
る
。
デ
ジ
タ

ル
調
合
し
た
染
液
槽
中
を
通
過
さ
せ
て
熱
処
理
に
よ
っ

て
染
色
す
る
方
法
と
推
定
さ
れ
る
。

I
T
M
A
2
0
1
9
で
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
た
の
は
糸
1

本
通
し
の
T
S
1
8
0
0
（
染
色
速
度
:
1
︐8
0
0
m

／
時
）　8）

で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
第
4
図
左
上
に
示
す

4
本
通
し
の
T
w
i
n
e
X
4
（
加
工
速
度
:
2
1
︐

0
0
0
m
／
時
）　9）

を
発
表
し
た
。
X
4
は
使
用
水
量
を

5
0
0
千
L
／
年
削
減
、
炭
酸
ガ
ス
の
排
出
量
を
50
％
削

減
、
廃
棄
す
る
材
料
を
40
％
削
減
が
可
能
と
述
べ
て
い
る
。

液
流
染
色
機

液
流
染
色
機

7Then

社
は
ド
イ
ツ
の
企
業
で
あ
る
が
、
現
在
は
香

港
に
本
社
を
置
くFong̒ｓ

社
の
傘
下
で
あ
る
。
水
の

使
用
量
を
下
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
第
5
図
に
示
す

同
社
最
小
の
浴
比
1
:
3.3
で
あ
る
液
流
染
色
機「Then

Sm
art
Flow

-
TSF

」 10,11）

で
あ
る
。
缶
体
内
部
に
は

テ
フ
ロ
ン
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
、
被
染
布
は
ジ
ェ
ッ

ト
ノ
ズ
ル
出
口
か
ら
ト
ラ
バ
ー
ス
さ
せ
な
が
ら
吐
出
さ

れ
て
こ
の
プ
レ
ー
ト
上
に
パ
イ
ル
さ
れ
て
い
く
。
振
り

幅
は
被
染
布
の
素
材
種
や
加
工
長
に
よ
っ
て
最
適
化
さ

れ
る
。
缶
底
に
集
め
ら
れ
た
染
色
液
は
再
び
ノ
ズ
ル
に

送
ら
れ
、
ジ
ェ
ッ
ト
流
と
し
て
染
色
に
循
環
利
用
さ
れ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
水
の
使
用
量
は
20
％
削
減
で
き
る
。

丸
タ
ン
ク
型
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
機
械
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、

設
置
面
積
も
20
-
40
％
縮
小
で
き
る
。

　

こ
ち
ら
も
ド
イ
ツ
に
本
社
を
置
くThies

社
の

「Signature
Series

」 12,13）

は
同
じ
く
丸
タ
ン
ク
型
で
、

筆
者
の
知
る
限
り
で
は
浴
比
が
最
小
の
1
:
2.1
で
あ
る
。

水
使
用
量
で
25
％
、
染
料
使
用
量
で
20
％
、
全
溶
解
固

形
量
で
50
％
が
節
約
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
小
浴
比

第４図　Twine社デジタル糸染機「X-4」

同社動画5）を元にした糸染色の流れ（左⇐右）本体

コスト低減値

第３図　豊田自動織機社のエアジェット織機「JAT910」
組込まれた新技術群

本体
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化
は
他
に
も
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
や
染

色
時
間
の
短
縮
が
期

待
で
き
る
。

　

液
流
機
の
形
状

は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
等

を
目
的
に
す
る
も
の

は
チ
ュ
ー
ブ
型
が
主

力
で
あ
る
。
丸
タ
ン

ク
型
が
流
行
り
で
あ

る
の
は
、
小
浴
比
化

の
観
点
か
ら
選
択
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
国
務
院
は
、

2
0
1
5
年
4
月
2

日
に「
水
十
条
」   14）

と
呼
ば
れ
る"
水
汚

染
防
止
行
動
計
画
"

を
発
表
し
た
。
本
行

動
計
画
は
、「
大
気
」、

「
水
」、「
土
壌
」の
三

大
分
野
に
お
け
る
国

レ
ベ
ル
の
汚
染
防
止
対
策
と
し
て
、
2
0
1
3
年
9
月

の"
大
気
汚
染
防
止
行
動
計
画「
大
気
十
条
」"に
続
く
も

の
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る「
節
水
優
先
・
空
間
均
衡
・

総
合
対
応
・
同
調
施
策
」の
原
則
の
も
と
、
重
点
汚
染
物

質
、
重
点
産
業
、
重
点
地
域
を
優
先
し
て
水
環
境
質
の

改
善
を
図
る
。
重
点
産
業
の
中
に
染
色
業
が
含
ま
れ
て

お
り
、
浴
比
1
:
10
を
超
え
る
染
色
機
を
廃
棄
す
る
か
、

染
色
業
を
廃
業
す
る
か
、
の
み
が
選
択
肢
で
あ
っ
た
こ

と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

デ
ジ
タ
ル
無
地
染
機

デ
ジ
タ
ル
無
地
染
機

8A
lchem

ie

社
は
、
英
国C
am
bridge

に
本
社
を
置

く
会
社
で
あ
る
。
元
々Xennia

社
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ

たA
lan
H
udd

がSim
on
Kew

と
と
も
に
2
0
1
3

年
に
設
立
し
た
。
ご
本
人
に
尋
ね
た
こ
と
は
な
い
が
、

企
業
名
は
、
英
語
のA

lchem
y

と
独
語
のA

lchim
ie

か

ら
作
ら
れ
た
造
語
で
あ
ろ
う
。
何
か
新
し
い
も
の
を
作

り
出
す「
錬
金
術
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
社
名
と
推
察
す
る
。

　

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
の
コ
ア
部
分
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

FlatJet

ユ
ニ
ッ
ト

 15,16）

で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

6
図
に
示
す
よ
う
に
、

ピ
エ
ゾ
セ
ラ
ミ
ッ
ク

（piezoceram
ic

）
素
子

に
取
り
付
け
ら
れ
た
共
鳴

板（resonator
）
で
、
注

射
針
様
の
ノ
ズ
ル
へ
供
給

さ
れ
る
液
体
を
振
動
さ
せ

て
先
端
か
ら
微
量
の
液
滴

を
連
続
し
て
滴
射
を
繰
り

返
す
も
の
で
あ
る
。
通
常

の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
に
比

べ
て
、
液
滴
が
大
き
く
、

適
度
な
揺
ら
ぎ
が
あ
る
こ

と
が
特
長
で
あ
る
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
並
列
配
置
し
て

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
用
い
る
。

　

第
7
図
は
、A

lchem
ie

社
の
染
色
ユ
ニ
ッ
ト

「Endeavour

」 17,18）

で
あ
る
。
こ
れ
は
前
回
の
I
T
M
A

2
0
1
9
で
お
披
露
目
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
構

造
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
図
示
し
た
。
表
面
に
染

液
を
付
与
し
た
後
に
赤
外
線（
I
R
）加
熱
に
よ
っ
て

乾
燥
し
、
反
転
し
て
裏
面
に
同
様
な
処
理
を
す
る
。
そ

れ
に
引
き
続
い
て
、
染
料
固
着
ゾ
ー
ン
へ
と
導
か
れ
る
。

表
裏
を
同
じ
染
液
を
付
与
し
て
も
良
い
し
、
別
液
を
付

与
し
て
も
良
い
。
或
い
は
、
ど
ち
ら
か
の
片
面
だ
け
で

第５図　Then社の液流機「Smart�Flow」

第６図　FlatJetの構造とジェッティング

先端に押し出された液体 液体が最先端部で滴状化 液滴が射出される

ノズルの
最先端部から
液体を滴射

最先端部（破線）が振動

ピエゾセラミックの振動を共鳴板によって注射針様のノズルに供給され
た液体を滴射する

外観 内部構造
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も
良
い
。
色
々
な
使
い
方
が
可
能
で
あ
る
。

　

今
回
は
こ
れ
を
仕
上
に
応
用
し
た「N

ovara

」が
公

開
さ
れ
た
。
染
液
の
代
わ
り
に
仕
上
薬
剤
液
を
付
与
し

て
機
能
性
を
与
え
る
。

　
「Endeavour

」
お
よ
び「N
ovara

」
は
台
湾
の

JSRTex

社 

 19,20）

に
納
入
さ
れ
た
。A

lchem
ie

社
と
共
同

で
の
実
証
実
験
や
販
売
に
協
力
し
て
い
く
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

　

Im
ogo

社（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）は
ス
プ
レ
ー
を
活
用
し

た
無
地
染
機「D

ye-M
ax

」 　21）

を
提
案
し
た
。
染
料
に

は
反
応
染
料
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
固
着
方
式
はC

old-
Pad-Batch

法
で
あ
る
。

�

※
次
号
に
続
く
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I
T
M
A
ア
ジ
ア（
国
際
繊
維
機
械
見
本
市
ア
ジ
ア
）
が

2
0
2
3
年
11
月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
上
海
のN

ational
Exhibition

and
C
onvention

C
enter

（
国
家
会
議
展
示
セ

ン
タ
ー
）で
開
催
さ
れ
た
。
本
展
示
会
は
C
I
T
M
E
（
中
国
国
際

繊
維
機
械
展
示
会
）と
合
同
で
2
0
2
2
年
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
2
0
2
3
年
に
延
期
さ
れ
て
い

た
。
主
催
者
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
第
8
回
目
と
な
る
本
展
は
、

1
0
5
の
国
と
地
域
か
ら
過
去
最
高
の
10
万
人
の
来
場
者
と
な
っ

た
。
来
場
者
は
中
国
人
が
50
％
以
上
増
加
し
、
広
東
省
、
福
建
省
、

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
山
西
省
、
四
川
省
、
江
西
省
、
浙
江

省
、
湖
南
省
、
河
北
省
、
安
徽
省
な
ど
31
の
省
や
市
か
ら
来
て
い
た
。

海
外
か
ら
の
訪
問
者

は
13
％
を
占
め
、
イ

ン
ド
、
台
湾
、
韓
国
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

イ
ラ
ン
か
ら
の
来
場

が
あ
っ
た
と
報
じ
ら

れ
た
。
同
年
6
月
に

I
T
M
A
2
0
2
3

が
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ

れ
て
お
り
、
元
々
少

な
い
と
言
わ
れ
て
い

た
海
外
か
ら
の
実
機

展
示
は
更
に
減
少
し

て
い
る
。

　

染
色
関
連
ブ
ー
ス

で
は
海
外
か
ら
の

来
場
者
は
報
告
よ

り
も
更
に
少
な
い

印
象
を
受
け
た
が
、
強
い
て
言
え
ば
西
ア
ジ
ア
か
ら
の
来
場
者
が

多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
や
日
本
か
ら
は
ビ
ザ
取

得
の
手
間
も
あ
り
少
な
か
っ
た
。
展
示
に
関
し
て
も
全
体
と
同
様

に
I
T
M
A
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
海
外
か
ら
の
実
機
展
示

は
少
な
く
、
C
I
T
M
E
色
が
強
い
展
示
会
で
あ
っ
た
。
中
国
企

業
の
展
示
ブ
ー
ス
に
英
語
で
対
応
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
も
少
な
く
感

じ
た
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
関
連
も
主
戦
場
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
、
中
国
製
の
展
示
機
に
特
筆
で
き
る
物
は
少
な
か
っ
た
。
染

色
仕
上
加
工
機
関
連
は
丸
型
と
チ
ュ
ー
ブ
型
の
実
機
展
示
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
チ
ュ
ー
ブ
型
が
ま
だ
ま
だ
健
在
で
あ
る
と
感
じ
た
。

ニ
ッ
ト
の
連
続
加
工
機
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
廉
価

品
と
高
性
能
品
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
た
。
展
示
内
容

に
関
し
、
工
程
を
大
ま
か
に
分
け
て
報
告
す
る
。
ま
た
、
今
回
の

ツ
ア
ー
は
3
日
間
の
日
程
で
2
日
間
は
展
示
会
、
残
り
1
日
は
工

場
見
学
が
組
ま
れ
て
お
り
、
工
場
見
学
に
つ
い
て
も
併
せ
て
報
告

す
る
。前

工
程

　

殆
ど
の
設
備
が
パ
ネ
ル
展
示
で
あ
っ
た
。
精
練
漂
白
機
･
毛
焼

機
･
水
洗
機
な
ど
の
展
示
が
あ
っ
た
。
水
の
回
収
再
利
用
シ
ス
テ

ム
や
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
省
エ
ネ
に
関

し
問
い
合
わ
せ
る
と
何
処
も
対
応
済
み
と
回
答
さ
れ
た
が
、
具

体
的
な
説
明
は
な
く
商
談
時
に
は
十
分
な
検
証
が
必
要
と
感
じ
た
。

特
徴
の
あ
る
設
備
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

⃝
溶
剤
精
練（
イ
タ
リ
ア
：Lafer

社
）：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

W
ATERLESS

SCO
U
RIN
G

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
パ
ー
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン（
99.9
％
回
収
）を
使
用
し
た
連
続
溶
剤
精
練
装
置
。

具
体
的
に
は
油
剤
除
去
装
置
で
優
れ
た
脱
油
性
、
回
収
再
利

ITMAアジア＋CITME 2022視察報告
一般社団法人日本染色協会　大 島　直 久

会場風景
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用
が
特
徴
。
染
色
濃
度
及
び
均
染
性
の
向
上
が
期
待

で
き
る
。
装
置
本
体
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
が
、
回

収
装
置
に
も
そ
れ
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
る
。

配
置
に
あ
る
程
度
の
自
由
度
が
あ
り
上
乗
せ
や
別
建

屋
の
設
置
が
可
能
。

⃝�

ニ
ッ
ト
用
連
続
精
練
漂
白
装
置（
韓
国
：
豊
光
機
械
㈱
）

ド
ラ
ム
状
の
穴
あ
き
ロ
ー
ル
で
処
理
液
を
P
A
D
し
、

ロ
ー
ル
ま
た
は
ネ
ッ
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
上
で
反
応
さ
せ

て
精
練
漂
白
を
行
う
。

⃝�

液
ア
ン
処
理
装
置（
イ
タ
リ
ア
：Lafer

社
）：
ア
ン

モ
ニ
ア
の
漏
れ
が
少
な
い
。
配
管
も
少
な
い
と
説
明

を
受
け
た（
実
機
に
つ
い
て
は
工
場
見
学
報
告
を
参

照
）。
苛
性
ソ
ー
ダ
の
使
用
も
問
題
視
さ
れ
る
傾
向
に

あ
り
、
シ
ル
ケ
ッ
ト
の
代
替
え
処
理
機
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
ア
ン
モ
ニ
ア
回
収
再
利
用
し
て
い
る
の

で
、
環
境
配
慮
処
理
装
置
と
し
て
重
視
さ
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

染
色
工
程

　

出
展
は
中
国
･
イ
タ
リ
ア
・
香
港
･
台
湾
。
I
T
M
A

で
は
丸
型
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
本
展
示
会
で
は
チ
ュ
ー

ブ
型
の
染
色
機
も
丸
型
と
ほ
ぼ
同
数
の
実
機
展
示
が
あ

り
、
チ
ュ
ー
ブ
型
の
需
要
が
健
在
し
て
い
る
。
丸
型
は

生
地
が
積
み
込
ま
れ
た
状
態
で
染
色
さ
れ
る
た
め
シ

ワ
に
な
り
や
す
く
デ
リ
ケ
ー
ト
素
材
の
加
工
が
難
し

く
、
厚
地
織
物
や
ニ
ッ
ト
素
材
に
は
チ
ュ
ー
ブ
型
に
優

位
性
が
あ
る
か
。
ニ
ッ
ト
用
連
続
染
色
機（
イ
タ
リ
ア
：

B
EN
N
IN
G
ER

社
）・
ニ
ッ
ト
用
コ
ー
ル
ド
バ
ッ
チ
シ

ス
テ
ム（
中
国
：
L
I
N
K
社
）な
ど
液
流
以
外
の
ニ
ッ

ト
の
染
色
機
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
展
示
機
は

さ
び
付
い
た
ス
テ
ン
レ
ス
、
内
部
の
溶
接
痕
が
外
部
か

ら
わ
か
る（
=
ス
テ
ン
レ
ス
が
薄
い
）物
な
ど
が
あ
り
、

廉
価
品
は
注
意
が
必
要
。
丸
型
染
色
機
は
リ
ー
ル
が
外

に
あ
っ
た
り
内
蔵
し
た
り
し
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
2
番
煎
じ
感
が
否
め
な
い
。
中
国
の
染
色
整
理
機
械

全
体
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
術

に
培
わ
れ
た
も
の
と
、
コ
ピ
ー
品
に
近
い
も
の
と
の
二

極
化
が
み
ら
れ
る
。
前
者
は
そ
れ
な
り
に
高
価
で
、
後

者
は
検
討
に
値
し
な
い
。
熱
交
換
器
に
は
大
き
な
進
展

が
見
ら
れ
な
い
。

仕
上
工
程

　

テ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
る
が
起
毛
機
や
シ
ャ
ー
リ
ン

グ
機
・
タ
ン
ブ
ラ
ー
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
展

示
で
あ
っ
た
。
連
続
タ
ン
ブ
ラ
ー
や
も
み
洗
い
機
な
ど

高
付
加
価
値
化
対
応
の
機
械
の
展
示
の
他
に
、
資
材
向

け
の
超
広
巾
対
応
の
テ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
特
殊
用
途
も

展
示
さ
れ
て
い
た
。
部
品
メ
ー
カ
ー
は
連
続
加
工
機
に

必
要
な
ピ
ン
シ
ー
ト
や
バ
ル
ブ
･
ブ
ラ
シ
な
ど
の
小
物

消
耗
部
品
メ
ー
カ
ー
の
出
展
が
多
数
あ
り
、
産
地
に
密

液アン処理装置（桐郷市星悦紡績面料科技有限公司）

溶剤精練機
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着
し
た
企
業
が
多
か
っ
た
。

⃝
省
エ
ネ
型
テ
ン
タ
ー
（
中
国
：TEX

P
RO

社
）：
モ
ー

タ
ー
に
タ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
や
永
久
磁
石
モ
ー
タ
ー
と

言
っ
た
高
効
率
モ
ー
タ
ー
を
採
用
し
電
力
消
費
を
抑

え
て
い
る（
20
％
削
減
）。
イ
ン
バ
ー
タ
ー
を
使
用
し

な
い
制
御
を
行
っ
て
お
り
、
パ
ネ
ル
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
っ
て
い
る
。
ダ
ク
ト
が
内
蔵
型
と
な
っ
て
お
り

熱
の
ロ
ス
も
少
な
い
。

⃝
日
本
か
ら
㈱
京
都
マ
シ
ナ
リ
ー
、
セ
ー
レ
ン
電
子
㈱

の
出
展
が
あ
っ
た
。

省
エ
ネ
省
人
化

⃝
廃
熱
回
収（
中
国
：

W
EIFEN

G
DYEIN

G
&
F
IN
IS
H
IN
G

M
A
C
H
IN
ERY

社
）：

蒸
気
ド
レ
ン
や
高
温

廃
液
の
熱
を
回
収
し

50
~
60
℃
の
お
湯

と
し
て
再
利
用
す

る
。
水
を
満
た
し
た

チ
ュ
ー
ブ
型
の
タ
ン

ク
に
熱
源
の
配
管
が

通
っ
て
い
る
単
純
な

熱
交
換
シ
ス
テ
ム
。

⃝
自
動
調
液
溶
解
機
や

自
動
搬
送
シ
ス
テ
ム

の
展
示
が
あ
っ
た
。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
大
が
か
り
な
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
中
国
人
の

関
心
の
高
さ
を
感
じ
た
。

⃝
自
動
検
反
機
の
展
示
も
あ
っ
た
が
精
度
が
悪
く
実
用

レ
ベ
ル
に
は
な
い
と
感
じ
た
。

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ

　

ダ
イ
レ
ク
ト
プ
リ
ン
ト

と
サ
ブ
リ
メ
ー
シ
ョ
ン（
転

写
）の
比
が
50
：
50
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
パ
ー

ツ
プ
リ
ン
ト
が
盛
ん
な
中

国
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。

ダ
イ
レ
ク
ト
プ
リ
ン
ト
の

実
機
展
示
は
中
国
メ
ー

カ
ー
が
ほ
と
ん
ど
。
顔
料

プ
リ
ン
タ
ー
や
両
面
プ
リ

ン
ト
タ
イ
プ
も
出
展
し
て

い
た
が
、
I
T
M
A
に
比

べ
る
と
独
自
性
･
新
規
性

の
あ
る
機
器
の
展
示
は
な

か
っ
た
。
日
本
か
ら
は
エ

プ
ソ
ン
･
リ
コ
ー
･
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
が
出
展
。
ヘ
ッ

ド
は
京
セ
ラ
･
エ
プ
ソ
ン

･
リ
コ
ー
製
。
ワ
ン
パ
ス

タ
イ
プ
は
1
台（
中
国
：

A
Texco

社
）の
み
。
サ
ブ

リ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
中
国
メ
ー
カ
ー
が
ほ
と
ん
ど
。
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
用
の
フ
ィ
ル
ム
転
写
も
出
展
。
パ
ー
ツ（
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
）対
応
も
多
か
っ
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の

学
生
と
み
ら
れ
る
若
手
中
国
人
の
団
体
が
多
く
集
ま
っ

て
い
た
。
丸
形
染
色
機
と
同
様
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
2
番

煎
じ
の
位
置
づ
け
。

工
場
見
学

　

ツ
ア
ー
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
中
国
染
工
場
の
見
学

会
と
し
て
、
浙
江
省
桐
郷
市（
上
海
と
杭
州
の
ほ
ぼ
中
間

廃熱回収装置

ワンパスタイプ

桐郷市星悦紡績面料科技有限公司
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点
）の
桐
郷
市
星
悦
紡
績
面
料
科
技
有
限
公
司
の
工
場
及

び
新
築
自
社
ビ
ル
を
見
学
し
た
。

　

星
悦
紡
績
面
料
科
技
有
限
公
司
は
ニ
ッ
ト
か
ら
拡
大

し
た
会
社
で
、
染
色
を
外
注
で
行
い
、
前
工
程
と
仕
上

に
特
化
し
た
工
場
と
し
て
操
業
し
て
い
る
。
ユ
ニ
ク
ロ

の
商
材
を
取
り
扱
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
十
分
な
品
質
と

納
期
対
応
力
を
持
っ
て
い
る
。
自
社
企
画
の
素
材
に
独

自
加
工
を
行
っ
て
他
社
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。

現
在
は
細
番
手
の
ウ
ー
ル
ニ
ッ
ト
や
シ
ル
ク
加
工
に
注

力
し
て
い
る
。
展
示
会
で
説
明
を
受
け
た
溶
剤
精
練
の

実
機
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
世
界
に
こ
こ
だ
け
と
言
わ

れ
て
い
る
ニ
ッ
ト
の
液
安
処
理
装
置
も
2
台
稼
働
し
て

い
た
。
ど
ち
ら
も
処
理
に
水
を
用
い
な
い
ク
ロ
ー
ズ
ド

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
物
作
り
が

宣
伝
で
き
る
。

　

溶
剤
精
練
は
ウ
ー
ル
素
材
の
染
色
性
向
上
が
期
待
で

き
、
液
ア
ン
処
理
は
ウ
ー
ル
ニ
ッ
ト
に
も
効
果
が
あ
る

と
説
明
を
受
け
た
。
液
ア
ン
処
理
に
は
特
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
し
た
ニ
ッ
ト
用
2
台
と
織

物
用
1
台
の
計
3
台
を
保
有
し
、
回
収
装
置
は
2
台
分

の
容
量
で
設
置
し
て
い
る
。
本
体
を
3
台
フ
ル
稼
働
で

は
な
く
2
台
選
択
稼
働
で
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
設
置

コ
ス
ト
と
場
所
を
節
約
し
て
い
る
。

　

近
く
に
あ
る
ニ
ッ
ト
工
場
を
経
由
し
て
完
成
間
近
の

新
築
自
社
ビ
ル
を
見
学
し
た
。
ビ
ル
は
新
幹
線
の
桐
郷

駅
近
郊
に
立
地
し
て
お
り
、
試
験
室
や
開
発
室
も
作
ら

れ
て
い
る
。
今
春
オ
ー
プ
ン
予
定
。
ビ
ル
内
に
は
生
地

サ
ン
プ
ル
作
成

室
と
保
管
室
が

あ
り
製
品
展
示

も
予
定
し
て
い

る
。
保
管
室
は

移
転
を
終
え
て

お
り
10
数
万

点（
こ
れ
ま
で

加
工
し
た
全
て

の
サ
ン
プ
ル
）

の
ハ
ン
ガ
ー

サ
ン
プ
ル
が
揃

え
ら
れ
て
い

た
。
ユ
ニ
ク
ロ

で
販
売
さ
れ
て

い
る
シ
ャ
ツ
生

地
の
ハ
ン
ガ
ー

も
あ
っ
た
。
自

前
の
生
地
が
中

心
で
あ
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
多

め
に
生
地
を
加

工
し
て
サ
ン
プ

ル
用
に
保
管
し

て
い
る
。
サ

ン
プ
ル
は
ハ
ン

ガ
ー
に
す
る
だ
け
で
な
く
配
布
用
の
カ
ッ
ト
サ
ン
プ
ル

に
し
て
い
る
。

　

ウ
ー
ル
関
係
の
加
工
機
も
あ
り
、
起
毛
機
･
シ
ャ
ー

リ
ン
グ
機
も
所
有
し
て
い
る
。
導
入
設
備
の
殆
ど
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
製
で
、
外
部
の
技
術
指
導
を
受
け
ず
に
金
総
経

理
本
人
が
厳
選
し
て
設
置
し
て
い
る
。
染
色
工
程
を
外

注
に
し
て
い
る
点
を
見
て
も
、
独
自
性
を
感
じ
る
。
こ

れ
ま
で
見
て
き
た
染
工
場
は
日
本
や
韓
国
･
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
て
染
色
機
を
中
心
と
し

た
工
場
を
設
計
し
て
お
り
、
中
古
機
械
や
中
国
機
械
が

中
心
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
が
、
本
工
場

は
趣
が
異
な
り
新
鮮
で
あ
っ
た
と
同
時
に
国
内
の
設
備

で
は
対
抗
で
き
な
い
技
術
と
品
質
を
持
っ
て
い
る
と
も

感
じ
た
。

※
お
詫
び
：�

筆
者
の
撮
影
技
術
の
拙
さ
で
写
真
が
ボ
ケ

て
お
り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

新築自社ビル（5階建て）

ハンガー

サンプル室
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は
じ
め
に

1
　
福
井
県
は
、
繊
維
産
業
が
盛
ん
で
染
色
加

工
の
歴
史
も
古
い（
一
般
社
団
法
人
福
井
県

繊
維
協
会
最
終
ア
ク
セ
ス
日
2
0
2
3
年
10

月
８
日
）。
ま
た
、
福
井
県
は「
次
世
代
を
担

う
繊
維
産
業
企
業
1
0
0
選
」に
12
社
の
企

業
が
選
ば
れ
て
お
り（
経
済
産
業
省
最
終
ア

ク
セ
ス
日
2
0
2
3
年
10
月
８
日
）、
今
後

の
日
本
の
持
続
可
能
な
繊
維
産
業
の
発
展
に

も
牽
引
の
期
待
が
で
き
る
。

　
繊
維
産
業
の
伝
統
継
承
や
発
展
を
担
う
人

材
育
成
に
も
注
力
し
、
そ
の
持
続
性
の
確
保

が
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
福

井
県
の
初
等
・
中
等
教
育
に
お
い
て
専
門
的

に
繊
維
・
染
色
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
学
校

は
、
福
井
県
立
科
学
技
術
高
等
学
校
の
１
学

科
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状

よ
り
、
日
本
の
繊
維
産
業
の
牽
引
が
期
待
で

き
る
福
井
県
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
の
た
め
の
計
画
的
・
継
続
的
な
取
組
の

提
供
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
学
校
教
育

内
外
に
お
い
て
園
児
や
児
童
生
徒
に
繊
維
・

染
色
技
術
の
興
味
が
高
ま
る
取
組
を
提
供
で

き
な
い
か
。
幼
児
教
育
か
ら
高
等
教
育
・
継

続
教
育
ま
で
の
取
組
の
提
供
が
、「
楽
し
い
」

の
よ
う
な
一
時
的
な
感
情
と
認
知
過
程
の
変

化
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
興
味
か
ら
、「
繰
り
返
し
取
り
組
み
た
い
」

と
長
期
的
に
望
む
興
味
へ
と
深
化
し（
田
中

ら
、
2
0
1
7
）、
や
が
て
は
高
度
専
門
職

業
人
の
育
成
に
つ
な
が
り
、
次
世
代
に
お
い

て
も
福
井
県
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
繊
維
・

染
色
の
産
業
継
承
を
支
え
て
く
れ
る
人
材
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
思
い
か

ら
、
福
井
県
民
を
対
象
に
し
た「
も
の
づ
く

り
を
通
し
て
繊
維
・
染
色
技
術
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
取
組
」を
始
め
た
次
第
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
一
般
財
団
法
人
福
井
県
産

業
会
館
が
主
催
す
る「
お
も
し
ろ
フ
ェ
ス
タ

i
n
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
2
0
2
3
」の
イ
ベ

ン
ト
で
出
展
し
た「
布
に
染
色
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
」取
組
①（
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト
体
験
）ま
た
は
取
組
②

（
簡
単
な
染
色
体
験
）の
方
法
と
結
果
を
紹
介

す
る
。取

組
の
方
法

2２

－

１
．
染
色
技
術
の
選
定

　
染
色
に
は
、
型
染
め
や
絞
り
染
め
な
ど
の

種
類
が
あ
る
。
型
染
め
の
中
に
は
捺
染（
な
っ

せ
ん
、
な
せ
ん
）が
あ
る
。
捺
染
と
は「
色

糊
で
布
地
に
模
様
を
印
刷
す
る
染
色
方
法
」

（
p
．1
9
1
5
）で
あ
る（
新
村
1
9
9
5
）。

捺
染
に
は
、
直
接
捺
染
や
防
染
、
抜
染
と
い
う

種
類
が
あ
る
。
直
接
捺
染
は「
染
料
・
薬
剤
を

含
む
な
せ
ん
の
り
を
布
に
直
接
印
な
つ
し
て
、

そ
の
部
分
を
染
色
し
て
模
様
を
表
す
こ
と
」

（
p
．1
9
2
）で
、
一
般
的
に
行
わ
れ
手
軽

に
で
き
る（
坪
内
2
0
0
2
）。
本
取
組
で
は
、

こ
の
直
接
捺
染（
以
下
、
捺
染
）を
採
用
し
た
。

２

－

２
．
取
組
の
準
備

　
福
井
大
学
地
域
連
携
推
進
課
に
協
力
を
頂

き
、
一
般
財
団
法
人
福
井
県
産
業
会
館
が
主

催
す
る「
お
も
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
in
サ
ン
ド
ー

ム
福
井
2
0
2
3
」の
イ
ベ
ン
ト
に「
布
に
染

色
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
」で

出
展
を
し
た
。

出
展
場
所
の

レ
イ
ア
ウ
ト

は
、
横
浜
の

地
場
産
業
イ

ベ
ン
ト
の
視

察（
図
１
）及

び
染
色
体
験

や
有
限
会
社

鷲
野
染
工
場

の
視
察
及
び

染
色
体
験
を

も
と
に
決
め
、

準
備
し
た
。

ま
た
、
物
品

購
入
や
グ
ッ

ズ（
取
組
①

は
、
T
シ
ャ

ツ
、
バ
ッ
グ
、

ものづくりを通してものづくりを通して
繊維・染色技術の楽しさを伝える取組繊維・染色技術の楽しさを伝える取組

国立大学法人福井大学　学術研究院　教育・人文社会系部門
准教授　守 田　弘 道

図１�横浜の地場産業イベントの出展場所図２�本取組の出展場所及び物品など
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ハ
ン
カ
チ
、取
組
②
は
、バ
ッ
グ
、ハ
ン
カ
チ
、コ
ー
ス
タ
ー
）

の
模
様
や
捺
染
の
り
の
色
、
型
、
見
本
、
掲
示
物
、
予
約

フ
ォ
ー
ム
な
ど
取
組
に
必
要
な
準
備
も
し
た（
図
２
）。

２

－

３
．
取
組
の
手
続
き

　

横
浜
の
地
場
産
業

イ
ベ
ン
ト
の
視
察
及

び
染
色
体
験
や
有
限

会
社
鷲
野
染
工
場
の

視
察
及
び
染
色
体
験

と「
新
版
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
技
術
」（
坪
内

2
0
0
2
）
の
捺
染

の
工
程（
図
３
）を
参

考
に
、
取
組
①（
シ

ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト
体
験
）と
取
組
②（
簡
単
な

染
色
体
験
）を
考
え
た
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
参
加
者
に
、

染
色
技
術
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工
程
と
内
容
、
時

間
を
協
議
し
、
準
備（
グ
ッ
ズ
や
模
様
、
捺
染
の
り
の
色

選
び
）と
印
な
つ
を
参
加
者
の
主
な
取
組
と
し
た
。
他
の

取
組
は
、
工
程
ご
と
に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
説
明
し
て
も
ら
い
、

参
加
者
は
そ
の
説
明
と
様
子
を
聴
い
た
り
、
見
た
り
し
て
、

染
色
技
術
の
手
順
理
解
が
で
き
る
手
続
き
に
し
た（
表
１
）。

　

取
組
①
は
、
主
に
事
前
予
約
に
よ
る
参
加
者
と
し
た
。

予
約
フ
ォ
ー
ム
で
申
込
を
し
て
も
ら
い
、
予
約
時
に
グ
ッ

ズ
を
選
ん
で
も
ら
っ
た（
た
だ
し
、
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
や

納
得
の
い
く
グ
ッ
ズ
選
び
な
ど
の
理
由
よ
り
、
当
日
の
参

加
者
追
加
や
予
約
時
に
選
ん
だ
グ
ッ
ズ
の
変
更
を
受
け
入

れ
た
）。
取
組
②
は
、
当
日
申
込
の
参
加
者
と
し
た
。
当
日

申
込
時
に
、
グ
ッ
ズ
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
取
組
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
福
井
大
学
の
教
員
１
名
、
大
学

生（
学
部
生
３
〜
４
名
、
教
職
大
学
院
生
１
名
）、
地
域
連

携
推
進
課
職
員
２
名
で
構
成
し
、
１
日
目
は
ス
タ
ッ
フ
５

名
、
２
日
目
は
ス
タ
ッ
フ
６
名
で
取
組
①
と
取
組
②
を
実

施
し
た
。
受
付
１
名
、
染
色（
捺
染
）説
明
者
１
名
、
取
組

①
担
当
者
と
取
組
②
担
当
者
３
〜
４
名
で
配
置
し
、
状
況

に
応
じ
て
各
担
当
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。
参
加
者
１
名

あ
た
り
の
取
組
時
間
は
、
15
〜
20
分
と
し
て
進
め
た
。

　
取
組
期
間
は
、
2
0
2
3
年
８
月
５
日
〜
６
日
と
し
て

実
施
し
た
。
参
加
者
は
１
日
目
が
53
名
、
２
日
目
が
63
名

の
合
計
1
1
6
名
で
あ
っ
た
。

取
組
の
結
果

3３

－

１
．
取
組
の
概
観

　

取
組
①
と
取
組
②
の
参

加
者
は
、
両
日
と
も
ス
タ
ッ

フ
の
染
色（
捺
染
）に
つ
い

て
の
説
明
を
聴
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
取
組
で
安
全
に
染

色
体
験
を
行
い
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
制
作
し
た

（
図
４
・
図
５
）。
選
ん
だ

グ
ッ
ズ
に
の
せ
る
模
様
や

捺
染
の
り
の
色
を
迷
い
な

が
ら
も
決
め
る
姿
や
、
で

き
あ
が
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
嬉
し
そ
う
に
持

ち
帰
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

３

－

２
．
取
組
の
評
価

　

捺
染
に
よ
る
も
の
づ
く

り
を
通
し
て
染
色
技
術
の

図５�取組②の染色（捺染：印なつ）体験の様子 図４�取組①の染色（捺染：印なつ）体験の様子

図３��「新版カラーリング技術」（坪内�2002）
を参考に確認した捺染の工程

捺染のり

元のり

乾燥

固着

水洗・ソ―ピング

印なつ

準備

表１　「布に染色してオリジナルグッズを作ろう」の取組①と取組②の手続き
－取組①（シルクスクリーンプリント体験）－

�・受付をして、ナイロンエプロンを身に付ける
【 準備（スタッフから染色（捺染）についての説明を

聴く）】
�・グッズ（布）を選ぶ（基本的には、予約時に選択済）
�・模様（型）や捺染のりの色を選ぶ

【印なつ】
�・印なつの練習をして、印なつ（本番）をする

【乾燥（乾燥の説明を聴き、その様子を見る）】
【固着（固着の説明を聴く）】
【 水洗・ソ―ピング（水洗・ソ―ピングの説明を聴く）】
�・�取組を思い出しながら、調査票の質問に回答する

－取組②（簡単な染色体験）－
�・受付をして、ナイロンエプロンを身に付ける

【 準備（スタッフから染色（捺染）についての説明を
聴く）】
�・�グッズ（バッグ、ハンカチ、コースター）を１つ

選ぶ
�・模様（洋型紙）や捺染のりの色を選ぶ

【印なつ】
�・印なつの練習をして、印なつ（本番）をする

【乾燥（乾燥の説明を聴き、その様子を見る）】
【固着（固着の説明を聴く）】
【 水洗・ソ―ピング（水洗・ソ―ピングの説明を聴く）】
�・�取組を思い出しながら、調査票の質問に回答する

【　】：捺染の工程（参加者が聴いたり、見たりする取組）、�・：参加者の取組、�下線：参加者に楽しんでもらう主な取組
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楽
し
さ
を
ど
の
よ
う
に
提
供
で
き
た
か
を
、
２
日
目
の
参

加
者
63
名
で
調
査
、
分
析
し
た
。

　
質
問
１
「
あ
な
た
の
校
種
な
ど
を
お
し
え
て
く
だ
さ
い
」

と
、
質
問
２
「
あ
な
た
の
取
組
に
つ
い
て
お
し
え
て
く
だ

さ
い
」の
回
答
を
も
と
に
、
取
組
と
校
種
な
ど
別
で
分
析

し
た（
表
２
）。
そ
の
結
果
、
取
組
①
の
２
日
目
の
参
加
者

数
は
、
小
学
校
16
名（
低
学
年
５
名
、
中
学
年
５
名
、
高

学
年
６
名
）が
最
も
多
く
、
次
い
で
幼
稚
園
・
保
育
園
４

名
で
あ
っ
た
。
取
組
②
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
18
名
と
最

も
多
く
、
次
い
で
小
学
校
15
名（
低
学
年
４
名
、
中
学
年

７
名
、
高
学
年
４
名
）で
あ
っ
た
。
全
体
で
み
て
も
、
小

学
校
31
名（
低
学
年
９
名
、
中
学
年
12
名
、
高
学
年
10
名
）

で
最
も
多
く
、
次
い
で
幼
稚
園
・
保
育
園
22
名
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
主
に
、
園
児
や
児
童
に
興
味
が
あ
る
取
組
と
し

て
提
供
で
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
質
問
３
「
え
ら
ん
だ
グ
ッ
ズ
を
お
し
え
て
く
だ
さ
い
」

の
回
答
を
も
と
に
、
取
組
別
の
グ
ッ
ズ
希
望
者
数
を
分
析

し
た（
表
３
）。
そ
の
結
果
、
取
組
①
は
、
バ
ッ
グ
が
最
も

希
望
者
数
が
多
く
、
次
い
で
T
シ
ャ
ツ
と
な
っ
た
。
取
組

②
は
、
出
展
側
が
準

備
し
た
バ
ッ
グ
10

個
、
ハ
ン
カ
チ
10
枚
、

コ
ー
ス
タ
ー
20
個
を

す
べ
て
提
供
で
き
た

た
め
、
上
限
の
希
望

者
数
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
２
日
目
の

参
加
者
63
名
の
う
ち
、

調
査
票
の
質
問
に

未
回
答
が
あ
っ
た
２
日
目
の
参
加
者
1
名
を
除
外
し
、
有

効
回
答
者
数
62
名
を
分
析
対
象
者
と
し
て
、
得
意
・
苦
手

意
識
や
手
順
理
解
意
識
、
楽
し
さ
の
意
識
に
つ
い
て
調
査
、

分
析
を
し
た
。

　
質
問
４
「
も
の
づ
く
り
は
得
意
で
す
か
、
苦
手
で
す
か
」

の
回
答
を
も
と
に
、
取
組
と
校
種
な
ど
別
の
得
意
・
苦
手

意
識
を
分
析
対
象
者
数
で
分
析
し
た（
表
４
）。
そ
の
結
果
、

取
組
①
は
23
名
中
21
名（
91.3
%
）の
分
析
対
象
者
が
も
の
づ

く
り
は
得
意
で
あ
る
と
意
識
し
、
23
名
中
２
名（
8.7
%
）が

苦
手
で
あ
る
と
意
識
し
て
い
た
。
取
組
②
は
、
39
名
中
31

名（
79.5
%
）が
得
意
で
あ
る
と
意
識
し
、39
名
中
８
名（
20.5
%
）

が
も
の
づ
く
り
は
苦
手
で
あ
る
と
意
識
し
て
い
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
取
組
①
と
取
組
②
に
関
係
な
く
、
得
意

で
あ
る
と
意
識
す
る
分
析
対
象
者
は
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
取
組
②
の
幼
稚
園
・
保
育
園
で
は
、
も
の
づ
く
り
に

対
す
る
苦
手
意
識
を
も
っ
た
分
析
対
象
者
が
取
組
と
校
種

な
ど
別
で
整
理
し
た
中
で
は
多
い
が
、
何
ら
か
興
味
を
も

ち
本
取
組
に
参
加
し
て
く
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
質
問
５
「
今
日
の
染
色
の
手
順
は
わ
か
り
ま
し
た
か
」

の
回
答
を
も
と
に
、
取
組
と
得
意
・
苦
手
意
識
を
要
因
と

す
る
手
順
理
解
意
識
の
分
析
を
し
、
分
析
対
象
者
の
染
色

技
術
の
手
順
理
解
意
識
を
調
査
し
た
。
取
組
と
得
意
・
苦

手
別
の
手
順
理
解
意
識
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
を
示
し
た

（
表
５
）。
な
お
、
質
問
５
は
、

「
１
）す
ご
く
わ
か
っ
た
」を
４

点
、「
２
）ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
わ
か
っ
た
」を
３
点
、「
３
）

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
わ
か
ら
な

か
っ
た
」を
２
点
、「
４
）ぜ
ん

ぜ
ん
わ
か
ら
な
か
っ
た
」を
１

点
と
得
点
化
し
、
分
析
を
し
た
。

そ
の
結
果
、
取
組
①
得
意
及
び

苦
手
、
取
組
②
得
意
及
び
苦
手
の
分
析
対
象
者
は
、
ど
れ

も「
１
）す
ご
く
わ
か
っ
た
」か
そ
れ
に
近
い
平
均
値
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
取
組
①
得
意
及
び
苦
手
と
取
組
②
得

意
及
び
苦
手
の
分
析
対
象
者
は
、
ど
れ
も
手
順
理
解
意
識

9

表２  取組と校種など別の２日目の参加者数

9 9

表３ 取組別のグッズ希望者数
9

8

表４ 取組と校種など別の得意・苦手意識

表５ 手順理解意識の平均値と標準偏差
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が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
質
問
６
「
今
日
の
取
組
は
楽

し
か
っ
た
で
す
か
」の
回
答
を

も
と
に
、
取
組
と
得
意
・
苦
手

意
識
を
要
因
と
す
る
楽
し
さ
の

意
識
の
分
析
を
し
、
分
析
対
象

者
の
染
色
技
術
の
楽
し
さ
の
意

識
を
調
査
し
た
。
取
組
と
得

意
・
苦
手
別
の
楽
し
さ
の
意
識

に
つ
い
て
、
平
均
値
と
標
準
偏
差
を
示
し
た（
表
６
）。
な

お
、質
問
６
は
、「
１
）す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」を
４
点
、「
２
）

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
楽
し
か
っ
た
」を
３
点
、「
３
）ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
楽
し
く
な
か
っ
た
」を
２
点
、
４
）ぜ
ん
ぜ

ん
楽
し
く
な
か
っ
た
」を
１
点
と
得
点
化
し
、
分
析
を
し
た
。

そ
の
結
果
、
取
組
①
得
意
及
び
苦
手
、
取
組
②
得
意
及
び

苦
手
の
分
析
対
象
者
は
、
ど
れ
も「
１
）す
ご
く
楽
し
か
っ

た
」に
近
い
平
均
値
や
、「
１
）す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」と「
２
）

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
楽
し
か
っ
た
」の
間
の
楽
し
さ
の
平

均
値
が
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
取
組
①
得
意
及
び
苦
手
と
取
組
②
得
意

及
び
苦
手
の
分
析
対
象
者
は
、
ど
れ
も
楽
し
さ
の
意
識
が

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
染
色
技
術
の
理
解
や
楽
し
さ
の
意
識
は
、
質
問
７
の
自

由
記
述
の
結
果
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え

ば
、「
も
う
い
っ
か
い
や
り
た
い（
幼
稚
園
・
保
育
園
）」、

「
ば
っ
く
づ
く
り
が
た
の
し
か
っ
た（
小
学
校
低
学
年
）」、

「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
や
り
た
か
っ
た
。（
小
学
校
中
学

年
）」、「
た
の
し
か
っ
た
し
、
手
順
が
よ
く
わ
か
っ
た
の

で
た
の
し
か
っ
た
で
す
。（
小
学
校
高
学
年
）」、「
説
明
が

と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。（
中
学
校
）」、「
丁
寧
に
教

え
て
頂
い
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

工
業
の
卒
業
生
の
方
や
大
学
の
学
生
さ
ん
先
生
方
と
話
す

機
会
が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
高
等
学
校
）」と
い
っ
た「
捺
染
の
手
順
理

解
の
楽
し
さ
）や「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」の
記
述
か
ら

で
あ
る
。

　
以
上
の
分
析
よ
り
、
本
取
組
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の

園
児
や
小
学
校
の
児
童
を
中
心
と
し
た
参
加
者
に
、
捺
染

と
い
う
染
色
技
術
の
楽
し
さ
を
提
供
で
き
た
。
ま
た
、
参

加
者
は
得
意
・
苦
手
い
ず
れ
の
意
識
で
あ
っ
て
も
、
取
組

①
と
取
組
②
に
関
係
な
く
捺
染
の
手
順
と
い
っ
た
染
色
技

術
の
理
解
や
楽
し
さ
の
意
識
を
高
め
た
。

お
わ
り
に

4
　
本
稿
は
、
繊
維
産
業
の
伝
統
継
承
や
発
展
を
担
う
人
材

育
成
の
事
例
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
福
井
県
産
業
会
館

が
主
催
す
る「
お
も
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
i
n
サ
ン
ド
ー
ム
福
井

2
0
2
3
」の
イ
ベ
ン
ト
で
出
展
し
た「
布
に
染
色
し
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
」取
組
①（
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
プ
リ
ン
ト
体
験
）ま
た
は
取
組
②（
簡
単
な
染
色
体
験
）

の
方
法
と
結
果
を
紹
介
し
た
。
今
後
も
学
校
教
育
内
外
で

園
児
や
児
童
生
徒
に
、「
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
繊
維
・
染

色
技
術
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
取
組
」を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
高
等
学
校
工
業
科
の

第
２
学
年
の
生
徒
を
対
象
に
科
目「
繊
維
・
染
色
技
術
」の

取
組
も
試
行
し
て
い
る
。
幼
児
教
育
か
ら
高
等
教
育
・
継

続
教
育
ま
で
の
つ
な
が
り
も
視
野
に
入
れ
て
、
キ
ャ
リ
ア

発
達
の
促
進
や
高
度
専
門
職
業
人
の
育
成
も
で
き
る
授
業

デ
ザ
イ
ン
と
取
組
も
引
き
続
き
行
い
、紹
介
し
て
い
き
た
い
。
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献
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携
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。
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苦手 苦手

表６ 楽しさの意識の平均値と標準偏差
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No.3、pp.203-215
新村出（1995）：広辞苑�第四版、株式会社�岩波書店、
p.1915
坪内一秋（2002）：新版カラーリング技術、実教出版
株式会社、p.192
坪内一秋（2002）：新版カラーリング技術、実教出版
株式会社、pp.196-197
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比
2014年 785 638 1,424 99.8 1,267 102.8 412 100.7 476 101.4 1,835 100.0 1,743 102.4 10,262 97.1 
2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 
2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 
2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 
2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 
2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 
2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 
2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 
2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 
2023年 610 548 1,159 99.5 1,117 103.3 389 100.4 443 105.9 1,548 99.7 1,560 104.0 8,754 96.2 

2022年1-3月 152 136 288 100.3 257 106.7 92 103.1 95 101.4 380 101.0 352 105.2 9,339 97.6 
2023年1-3月 151 135 286 99.3 272 105.7 97 106.0 107 112.4 384 100.9 378 107.5 8,899 95.3 
2022年4-6月 152 138 289 98.7 268 105.5 94 98.4 102 99.8 383 98.6 370 103.9 9,377 98.3 
2023年4-6月 155 140 295 102.0 282 105.1 98 103.4 112 109.5 392 102.3 394 106.3 8,908 95.0 
2022年7-9月 149 137 286 97.8 271 107.3 98 103.4 106 107.7 384 99.1 377 107.4 9,217 95.7 
2023年7-9月 150 136 286 100.0 277 102.2 94 96.3 108 102.1 381 99.1 386 102.2 8,846 96.0 
2022年10-12月 154 147 301 99.3 285 105.1 104 104.7 115 112.0 405 100.7 400 107.0 9,103 95.7 
2023年10-12月 155 137 291 96.9 287 100.5 100 96.4 116 100.7 391 96.7 402 100.6 8,754 96.2 
2022年12月 51 47 97 99.0 93 103.8 34 103.9 38 112.8 131 100.2 130 106.3 - -
2023年12月 51 43 94 96.5 93 100.9 33 96.6 38 100.1 126 96.5 131 100.7 - -
（従業者数は３月・６月・９月・12月末）

（注）  2022（令和4）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2023（令和５）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。

 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
 2015（平成27）年 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
   加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※ 2022（令和４）年経済産業省 生産動態統計年報が公表されましたので、2022（令和４）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた
しました。（2023.6.30）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

【化学物質に関するご相談窓口】
　一般財団法人ニッセンケン品質評価センター　ライフ�アンド�ヘルス事業本部　化学試験事業部
　〒111-0051�東京都台東区蔵前2-16-11
　Tel：03-5809-2810 ／ E-mail：oeko-tex@nissenken.or.jp

ニッセンケン エコテックス®
公式ウェブサイト

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

　2022年６月の残留性有機汚染物質（POPs）に関するストックホルム条約（POPs条約）第10回締約国会議にて、PFAS
の一種である「ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS）とその塩及びPFHxS関連物質」を新たに同条約の附属書A（廃絶）
に追加することが決定しました。これを受け、国内の化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（以下「化審法」）の
改正が閣議決定され、2024年２月１日に施行されました。今回の改正要点をまとめてお知らせします。

〈改正のポイント〉
◆第一種特定化学物質への指定
　「PFHxS若しくはその異性体又はこれらの塩」が、化審法第２条第２
項に規定された第一種特定化学物質に指定されました。

◆輸入することができない製品の指定
　「PFHxS若しくはその異性体又はこれらの塩」が使用されている場合
に輸入することができない製品として、以下の10製品が指定されました。

　１） はっ水性能又ははつ油性能を与えるための処理をし
た生地

　２）金属の加工に使用するエッチング剤
　３）半導体の製造に使用するエッチング剤
　４）メッキ用の表面処理剤及びその調製添加剤
　５）半導体の製造に使用する反射防止剤

６）半導体用のレジスト
７）はっ水剤、はつ油剤及び繊維保護剤
８）消火器、消火器用消火薬剤及び泡消火薬剤
９） はっ水性能又ははつ油性能を与えるための処理をした

衣服
10） はっ水性能又ははつ油性能を与えるための処理をした

床敷物
◆取扱い等に係る基準に従わなければならない製品の指定
　取扱い時に国が定める技術上の基準に従わなければならない製品として、当面の間、「PFHxS若しくはその異性体又は
これらの塩」が使用されている消火器・消火器用消火薬剤・泡消火薬剤が指定されました。

〈公布日〉�2023年12月１日

〈施行日〉��「第一種特定化学物質の指定」：2024年２月１日（公布後２ヶ月後施行）
「輸入することができない製品の指定」：2024年６月１日（公布後６ヶ月後施行）
「取扱い等に係る基準に従わなければならない製品の指定」：2024年６月１日（公布後６ヶ月後施行）

〈ニッセンケン化学試験事業部より一言アドバイス〉
　今回新たにPFHxSが化審法の第一種特定化学物質に追加されましたが、EUや米国では全有機フッ素化合物（全PFAS）
の規制の検討を開始しています。ニッセンケンが加盟するエコテックス®国際共同体においても、エコテックス®スタンダー
ド100／レザースタンダード／エコパスポートの規格を見直し、2024年１月より全PFASに対する基準値を導入しまし
た。今後、有機フッ素化合物（PFAS）に関する規制は、ますます厳しくなっていくと考えられます。

PFHxS構造式
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お 知 ら せお 知 ら せ

主 要 行 事 令和6年1月･2月
一般社団法人日本染色協会
●正副会長会
� ２月�９日　於　商工会館
●経済産業省生活製品課課長他との懇談会
� ２月�９日　於　商工会館
日本繊維産業連盟
●総会・講演会・賀詞交換会
� １月18日　於　東京プリンスホテル
●幹事会
� ２月26日　於　Web会議
●第149回　通商問題委員会
� ２月28日　於　Web会議
経済産業流通構造改革推進協議会
●第２回　理事会
� １月23日　於　TFTビル
経済産業省
●化審法に基づく輸入禁止製品などに関するセミナー
� ２月２日　於　TKPガーデンシティ大阪梅田
繊維学会
●繊維学会誌編集委員会
� １月23日　於　京都工芸繊維大学
� ２月27日　於　オンライン
京都染色研究会
●第795回�研究例会
� １月24日　於　京都市産業技術研究所
●SANDO�TECH（株）見学会
� １月26日
一般財団法人日本綿業振興会
●理事会・評議員会
� ２月�１日　於　綿業会館
繊維評価技術協議会
●「�繊維産業における繊維製品の環境配慮設計に関する

標準化調査」第２回　調査委員会
� １月30日　於　アットビジネスセンター東京八重洲通り

繊維製品技術研究会
●第248回�繊維製品技術研究会
� ２月16日　於　オンライン
名古屋テキスタイル研究会
●令和５年度　第３回研究例会（講師）
� ２月29日　於　名古屋市工業研究所

　このほど日本初の小型月着陸実証機「SLIM」が月面
着陸に成功した。旧ソ連、アメリカ、中国、インドに
次ぎ世界で５ヶ国目となる。今回のSLIMのミッション
は月の起源を探ること。今、一番有力とされているの
は「ジャイアント・インパクト説」だ。これは「地球が
出来上がった頃（原始地球と呼ばれる）、火星ほどの大
きさの星がぶつかり、宇宙空間に散らばった地球のか
けらが重力によって集まり、ひとつの塊になって月が
できた」という説だ。この説が正しければ月の内部物
質は地球の物と似た組成になると考えられる。それを
調査する為には月の内部が表面に現れたクレーター付
近に着陸し探索するという高難度な技が要求されたが、
今回SLIMは目標地点から誤差約55ｍというピンポイン
ト着陸にも成功している。もしこの探査で月の起源が
明らかになれば45億年前の出来事が解明されるかもし
れないと思うと壮大なロマンを感じる。
　さらに月に関しては現在、日本のベンチャー企業

「ispace」が「ムーンバレー 2040」と呼ばれる構想を進め
ている。これは「2040年に1,000人が暮らし10,000人が仕
事や旅行で訪れる月の街を創る」というこれまた壮大な
計画である。人間が生活する上で欠かせないのが「水」
だが、NASAによると月には数十億トンもの氷がある
と報告されている。その氷を使って水やエネルギーを
生み出し自給自足の生活を送る月面都市を創り出す。
ただし月には大気がほとんど無いため昼夜の温度差が
激しい。赤道付近では昼は110℃、夜は-170℃と200℃
を超える差ができ、放射線も大量に降り注ぐような環
境の為、住空間等は地下に造る計画である。作物を育
てる「栽培ユニット」と人が暮らす「滞在ユニット」を
パイプラインで繋ぐ事で人間の呼吸で出される二酸化
炭素を作物の育成に利用し、得られた酸素を再び滞在
ユニットに戻す。育てた作物を食べ、排泄物を分解し
て水や飼料にするという完全なる循環型栽培を目指し
JAXAや民間企業、大学などが開発を進めている。
　2040年というと今から16年後。たった16年で人は月
で暮らしたり旅行したりできるようになるのか。科学
の進歩とはなんともめざましいものである。

（E-mailadress：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記

　繊維製品品質管理士（Textiles Evaluation Specialist＝ＴＥＳ）は、1981年度に当時の通商産業省（現在の経済産業省）
の告示（1997年12月18日廃止）に基づいて生まれたもので、消費者に供給される繊維製品の品質・性能の向上を図り、繊
維製品に品質について消費者からクレームが発生しないように、製品の製造や販売を行う企業のなかで活躍するスペシャ
リストです。その狙いは企業活動の合理化、消費者利益の保護、企業・消費者間の信頼関係の改善にあります。
　ＴＥＳ試験は1982年から実施され、繊維業界のみならず、洗剤・家電メーカーや大学など教育機関にも普及しています。
すでに約8,173名（2024年１月現在）のＴＥＳ有資格者が誕生し、繊維業界のさまざまな企業で活躍しています。
　2023年のＴＥＳ試験の日程は、願書配布４月１日～５月17日、出願受付４月22日～５月24日、試験日７月14日（日）です。
試験会場は、東京、名古屋、関西（京都）、福井、倉敷、福岡の会場が予定されています。
　願書の申し込み等については、（一社）日本衣料管理協会（TEL：03-3437-6416）まで、お問い合わせ下さい。

2024年�ＴＥＳ試験実施要綱のご案内
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂をカーボンオフセット済
●CO₂排出量：906.7g/部

906.7


